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○全てはこの日のために！ 

「面がねに 青春の汗 ほとばしる」 

 中学校３年生のとき、お気に入りだった俳句です。 

 中学生の頃、私は一心不乱？に竹刀を握る剣道少年でした。 

 …ということにさせておいてください。 

 今でも「もっと努力しておけばよかった」と考えることがあります。 

 すでに大会が行われた部活動もありますが昨日は激励会が実施されました。 

 ３年生は体育館、１・２年生は教室からのハイブリッド方式でした。 

 それぞれの部活動キャプテンから決意の言葉が表明されました。 

 部活動に入っていてもいなくても同じ学校の仲間としてエールを送りましょう。 

 いよいよ３年生は中学校生活「最後の夏」を迎えます。 

 特別な意味をもつ、熱い夏のはじまりです。 

 菅生中学校の代表として悔いのない戦いを展開してください。 

 大会までの限られた時間を有効に使いましょう。  

練習はもちろん、モチベーションを高めていくことが必要です。 

 心と技と体、三つがそろって、はじめてベストコンディションだといえます。 

 特に、ケガや体調管理には細心の注意を払ってください。 

 皆さんの大活躍を心から祈っています。 

  

○玄関を大事にしよう 

 １０日（土）の朝のことです。 

 「ふれあい合宿」から帰校する１年生を待ちながら玄関の掃除をしました。 

 隣で練習中だった吹奏楽部が奏でる素敵なメロディーを聞きながらのことです。 

 贅沢な時間を過ごしているうちに玄関もきれいになりました。 

 当たり前のことですが玄関は学校の入り口です。 

 ここを大事にしなければなりません。 

 学校の玄関は、いつもきれいにしていたいと思うのです。 

 お客様や保護者の方、高校の先生方も、ここから入って来られます。 

 玄関を見れば学校全体の状態がわかります。 

 玄関が汚れていたり不要なものが置かれていたりしないほうがいいです。 

 先生方も、もちろん気をつけます。 

 生徒の皆さんも協力してください。 

 よろしくお願いします。 


